
リ
ス
ク
大
は
共
助
で
リ
ス
ク
小
は
自
助
基
本
に

改
革
は
家
計
負
担
小
か
つ
市
場
規
模
大
を
優
先

革
新
的
な
医
薬
品
の
高
額
さ
は
重
要
で
は
な
い
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　 ろ・ まぐ か さ
年

ずお
生まれ 橋

　
一。

省
職

（
な

）
経

士

は

財
を
公 学

大

共

。学
て

博

専門
済

経

経

済
。
務

現ど

医療体制とコスト　㊦

改革は優先順位付けから

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的

大
流
行
）
は
創
薬
と
し
て
の
ワ

ク
チ
ン
開
発
や
医
療
基
盤
の
重

要
性
を
改
め
て
認
識
さ
せ
た
。

し
か
し
日
本
の
公
的
債
務
残
高

の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比

率
は
２
０
０
％
超
で
累
増
が
続

き
、
全
体
の
財
政
状
況
も
医
療

財
政
も
逼
迫
し
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
対
応
に
よ
る
病
院
の
赤
字
も

深
刻
で
あ
り
、
早
急
な
対
応
が

必
要
だ
。
こ
の
問
題
に
我
々
は

ど
う
対
処
す
れ
ば
よ
い
か
。

　
改
革
の
た
め
の
一
つ
の
ヒ
ン

ト
は
、
「
大
き
な
リ
ス
ク
は
共

助
、
小
さ
な
リ
ス
ク
は
自
助
」

と
い
う
基
本
哲
学
の
下
、
給
付

範
囲
を
見
直
す
際
は
、
守
る
べ

き
領
域
を
明
ら
か
に
し
な
が

ら
、
改
革
の
優
先
順
位
を
定
め

る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
守
る
べ
き
領
域
と
は

何
か
。
そ
れ
は
、
公
的
医
療
保

険
が
も
つ
「
財
政
的
リ
ス
ク
保

護
」
の
機
能
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
国
民
の
誰
も
が
家
計
破
綻

や
困
窮
に
陥
る
こ
と
な
く
、
必

要
か
つ
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
状
態
の
堅
持

だ
。
改
革
は
、
家
計
の
所
得
・

資
産
や
医
療
負
担
に
関
す
る
分

布
な
ど
を
把
握
し
た
上
で
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

　
で
は
、
公
的
医
療
保
険
に
お

い
て
最
も
改
革
の
優
先
順
位
が

高
い
領
域
は
ど
こ
か
。
そ
れ
は

「
年
間
の
標
準
治
療
費
が
小
さ

い
が
、
市
場
規
模
が
大
き
い
領

域
」
と
な
る
。
こ
の
理
由
を
簡

単
に
説
明
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
公
的
医
療
保
険
の
改

革
で
優
先
順
位
を
検
討
す
る
と

き
、
３
つ
の
変
数
が
あ
る
。
①

「
診
療
報
酬
」
や
「
薬
価
」
②

「
市
場
規
模
」
③
「
患
者
１
人

当
た
り
の
年
間
の
標
準
治
療

費
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
改

革
案
が
保
険
財
政
に
及
ぼ
す
影

響
や
国
民
（
患
者
）
の
家
計
に

及
ぼ
す
影
響
を
検
討
す
る
と
き

に
重
要
な
変
数
は
、
②
と
③
の

「
市
場
規
模
」
「
年
間
の
標
準

治
療
費
」
で
あ
る
。

　
な
ぜ
な
ら
、
①
の
「
診
療
報

酬
」
や
「
薬
価
」
は
、
医
療
機

関
や
製
薬
会
社
な
ど
に
と
っ
て

収
益
面
で
一
定
の
重
要
性
が
あ

る
こ
と
は
事
実
だ
が
、
見
か
け

上
の
変
数
に
す
ぎ
な
い
。
む
し

ろ
、産
業
競
争
力
の
視
点
で
は
、

開
発
コ
ス
ト
の
回
収
の
た
め
に

売
り
上
げ
の
安
定
性
が
重
要
で

あ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技

術
革
新
）
に
資
す
る
医
薬
品
の

開
発
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、

市
場
投
入
後
の
一
定
期
間
、
革

新
的
な
製
品
の
市
場
規
模
を
安

定
的
に
維
持
で
き
る
か
否
か
が

重
要
と
な
る
。

　
こ
の
た
め
、
②
の
「
市
場
規

模
」
は
、
保
険
財
政
の
持
続
可

能
性
と
産
業
競
争
力
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
る
視
点
、ま
た
③
の「
年

間
の
標
準
治
療
費
」
は
財
政
的

リ
ス
ク
保
護
の
視
点
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
方

が
重
要
な
変
数
と
な
る
。
さ
ら

に
理
解
を
深
め
る
た
め
、
４
タ

イ
プ
の
医
薬
品
を
考
え
て
み
よ

う
。

　
Ⓐ
年
間
の
標
準
治
療
費
が
小

さ
い
が
、
市
場
規
模
が
大
き
い

も
の
Ⓑ
年
間
の
標
準
治
療
費
が

小
さ
く
、
市
場
規
模
が
小
さ
い

も
の
Ⓒ
年
間
の
標
準
治
療
費
が

大
き
く
、
市
場
規
模
が
大
き
い

も
の
Ⓓ
年
間
の
標
準
治
療
費
が

大
き
い
が
、
市
場
規
模
が
小
さ

い
も
の
―
―
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
Ⓐ
の
代
表
例
と

し
て
は
「
湿
布
」
（
１
枚
の
薬

価
は
数
十
円
だ
が
、
年
間
の
市

場
規
模
が
１
千
億
円
超
）
が
あ

る
。Ⓓ
の
代
表
例
と
し
て
は「
キ

ム
リ
ア
」
（
薬
価
が
３
３
４
９

万
円
だ
が
、
適
用
対
象
の
予
測

が
２
１
６
人
で
市
場
規
模
は

億
円
）
が
該
当
す
る
。

　
公
的
医
療
保
険
制
度
で
は
、

「
市
場
規
模
」
の
一
定
割
合
を

保
険
料
や
公
費
で
賄
う
仕
組
み

と
な
っ
て
お
り
、
市
場
規
模
が

大
き
い
医
薬
品
の
収
載
が
増
加

し
て
し
ま
う
と
、
保
険
財
政
の

持
続
可
能
性
が
低
下
す
る
。

　
こ
の
た
め
、
保
険
財
政
の
持

続
可
能
性
の
確
保
に
責
任
を
も

つ
財
政
当
局
は
マ
ク
ロ
的
な
視

点
か
ら
、
「
市
場
規
模
」
の
大

き
い
医
薬
品
か
ら
優
先
的
に
改

革
を
進
め
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（
誘
因
）
を
も
つ
が
、
国
民
（
患

者
）
の
視
点
で
は
、
「
市
場
規

模
」
よ
り
も
「
年
間
の
標
準
治

療
費
」
の
大
小
の
方
が
重
要
な

変
数
と
な
る
。

　
よ
っ
て
、
改
革
を
進
め
る
場

合
、
ミ
ク
ロ
の
家
計
の
負
担
増

に
も
注
意
を
払
い
、
財
政
的
リ

ス
ク
保
護
の
観
点
か
ら
、
家
計

で
も
負
担
を
吸
収
可
能
な
「
年

間
の
標
準
治
療
費
」
の
小
さ
い

医
薬
品
か
ら
優
先
的
に
改
革
を

進
め
る
の
が
望
ま
し
い
。

　
以
上
の
前
提
の
下
、
で
き
る

限
り
財
政
的
リ
ス
ク
保
護
に
配

慮
し
な
が
ら
改
革
を
行
う
と

き
、
改
革
の
優
先
順
位
は
Ⓐ
Ⓑ

Ⓒ
Ⓓ
の
順
番
に
な
る
。
も
っ
と

も
、
こ
れ
ら
の
医
薬
品
に
お
け

る
代
替
薬
の
有
無
も
重
要
な
判

断
材
料
と
な
る
。
代
替
薬
が
存

在
す
る
場
合
は
、
存
在
し
な
い

場
合
よ
り
も
改
革
の
優
先
順
位

は
高
く
す
る
の
が
妥
当
だ
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル

を
医
薬
品
に
関
す
る
現
実
の
デ

ー
タ
に
適
用
す
る
と
ど
う
な
る

か
。
そ
の
示
唆
を
与
え
る
も
の

が
図
表
で
あ
る
。

　
こ
の
図
表
は
、
年
間
売
上
金

額
が
２
０
０
億
円
以
上
の
薬
価

収
載

製
品
を
対
象
と
し
、
Ｊ

Ｐ
Ｍ
（
医
薬
品
市
場
統
計
）
デ

ー
タ
や
中
医
協
・
新
医
薬
品
一

覧
表
か
ら
作
成
さ
れ
て
い
る
。

患
者
１
人
当
た
り
の
年
間
薬
剤

費
は
、
中
医
協
・
新
医
薬
品
一

覧
表
に
記
載
の
あ
る
ピ
ー
ク
時

の
市
場
規
模
予
測
の
デ
ー
タ
を

利
用
し
、
「
ピ
ー
ク
売
り
上
げ

÷
ピ
ー
ク
患
者
数
」
で
試
算
し

て
い
る
。

　
そ
の
上
で
、
こ
の
図
表
を
４

象
限
に
区
分
し
、
右
上
の
領
域

を
１
、そ
の
左
側
の
領
域
を
２
、

領
域
１
の
下
を
３
、
そ
の
左
側

を
４
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

製
品
の
売
上
合
計
が
約
４
兆
円

で
あ
り
、
領
域
１
と
２
の
売
上

合
計
と
領
域
３
と
４
の
売
上
合

計
が
そ
れ
ぞ
れ
約
２
兆
円
と
な

る
売
り
上
げ
の
し
き
い
値
が
４

９
２
億
円
で
あ
る
た
め
、
そ
の

部
分
に
水
平
線
を
描
い
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
高
額
療
養
費
制
度

を
考
慮
す
る
と
、
年
収
３
７
０

万
円
の
自
己
負
担
限
度
額
が
月

額
５
・

万
円
で
あ
る
た
め
、

平
均
年
収
の
自
己
負
担
限
度
額

を
年
間
で

万
円
と
設
定
し
、

領
域
１
と
３
、
領
域
２
と
４
を

区
分
す
る
垂
直
線
を
描
い
て
い

る
。
先
の
タ
イ
プ
で
言
え
ば
領

域
１
が
Ⓒ
、
領
域
２
が
Ⓐ
（
最

優
先
改
革
領
域
）
、
領
域
３
が

Ⓓ
、
領
域
４
が
Ⓑ
（
準
優
先
改

革
領
域
）
に
相
当
す
る
。

　
で
は
、
図
表
か
ら
何
が
読
み

取
れ
る
か
。
ま
ず
、
革
新
的
な

医
薬
品
が
分
布
す
る
領
域
１
の

製
品
数
は

で
、
売
上
合
計
は

０
・
８
兆
円
し
か
な
い
。一
方
、

領
域
２
の
製
品
数
は

で
売
上

合
計
は
１
・
２
兆
円
、
領
域
３

の
製
品
数
は

で
、
売
上
合
計

は
０
・
７
兆
円
、
領
域
４
の
製

品
数
は

で
売
上
合
計
は
１
・

４
兆
円
で
あ
る
。

　
患
者
１
人
当
た
り
の
年
間
コ

ス
ト
が
低
い
薬
剤
の
売
上
合
計

（
領
域
２
と
４
）
は
約
２
・
６

兆
円
に
も
達
す
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
代
替
薬
が
あ
る
も

の
は「
〇
」を
付
け
て
い
る
が
、

領
域
１
と
３
と
比
較
し
て
年
間

薬
剤
費
が
小
さ
い
領
域
２
と
４

に
多
い
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

こ
う
し
た
領
域
に
あ
る
薬
剤
の

う
ち
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
購

入
可
能
な
も
の
は
、
今
後
の
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
の
広
が
り
と
の

関
係
で
、
公
平
性
の
観
点
か
ら

負
担
の
見
直
し
も
検
討
す
べ
き

だ
ろ
う
。

　
な
お
、
医
薬
品
の
年
間
売
り

上
げ
が
予
想
を
超
え
た
場
合
な

ど
に
薬
価
を
引
き
下
げ
る
「
市

場
拡
大
再
算
定
」
と
い
う
措
置

や
そ
の
特
例
が
あ
る
が
、
新
た

な
価
格
調
整
の
枠
組
み
と
し

て
、
政
府
は
２
０
１
９
年
か
ら

費
用
対
効
果
評
価
を
導
入
し
て

い
る
。
こ
れ
が
機
能
す
れ
ば
、

医
薬
品
の
市
場
規
模
の
制
御
が

効
く
こ
と
に
な
る
。

　
超
高
額
薬
剤
な
ど
の
革
新
的

な
医
薬
品
は
そ
の
価
格
の
高
さ

か
ら
、
と
か
く
社
会
的
関
心
を

引
く
が
、
患
者
や
社
会
全
体
か

ら
見
た
幅
広
い
医
療
の
価
値
の

考
慮
の
ほ
う
が
重
要
で
あ
る
。

薬
価
が
１
剤
い
く
ら
な
ど
と
い

う
議
論
よ
り
も
、
き
ち
ん
と
し

た
エ
ビ
デ
ン
ス
（
証
拠
）
に
基

づ
き
、
「
市
場
規
模
」
や
「
年

間
の
標
準
治
療
費
」
な
ど
で
全

体
の
分
析
を
行
い
、
診
療
報
酬

本
体
を
含
め
、
改
革
の
優
先
順

位
を
決
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。


